堀川1000人調査隊2005大同工業大学調査隊　自由プログラムレポート
堀川流域の重金属濃度変化状況
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1.はじめに

1995年ごろから堀川を昔の清流に戻そうという声が市民レベルで高まっている。名古屋市も堀川周辺の再開発事業計画を進めつつある。しかし、堀川は依然として濁りがあり、悪臭を放つ場所もあるため、決して清流とは言えない。
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名古屋港へ 

現在においての堀川の水源は、平成13年7月から導水されている庄内川の水である。他には名城下水処理場から排出される処理水や中川運河の水が堀川に流入している。上流部においては下水処理場放流水は全流量の約50％をも占めるため、下水処理水の水質が堀川の水質に大きく影響を与える。また、堀川周辺地域は合流式下水道区域であるため、大雨時には名城下水処理場での処理限界量を超える下水が未処理のまま堀川へと放流される。　　　

1998年度より堀内研究室では堀川流域の重金属濃度を調査してきた。その調査で名城下水処理場の処理水流入によって濃度が上昇する物質（Ni,Mn,Zn,NH4－N,NO3－N）を指摘した。
2．調査地点及び調査方法
[image: image3.emf] 

中川運河  
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図－ 1   堀川河川地図  

　2005年10月20日及び2005年11月15日に木津根橋から白鳥橋までの10地点（図－1参照）を表層・中層・底層で採取し、表層はバケツをその他はハイロート採水器を流心部に向けて投下し採水した。
[image: image5.emf]流下方向（Ｎｉ）
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3．測定方法

　現地で水温、pH（ガラス電極法）、ORP、DO（隔膜電極法）、電気伝導率(白金黒電極法)を測定し、採取した試料水を実験室にて0.45μmのメンブレンフィルターで濾過し、ICP-MS(YOKOGAWA,Agilent7500ce)で15元素(B,Al,Cr,Mn,Fe,Ni,CuZn,As,Se
,Mo,Cd,Sb, Pb,U)の濃度を測定した｡
4．測定結果

　2005年10月20日（①）及び2005年11月15日（②）の重金属濃度（Ｎｉ）を比較すると中土戸橋より上流部分では11月のほうが高い値を示している。これは過去の調査結果及び名城下水処理場の測定結果（別紙参照）から10月より11月のほうが高い濃度傾向を示している。しかし、それよりも下流へ行くと同じような濃度となっている。他の元素でもおおよそ同じような結果を示している。これは、名城下水処理場で返送汚泥の運送が留まってしまい、汚泥中に含まれる重金属が溶出してしまい濃度が上昇したが凝集剤添加によって重金属がある程度沈殿したのではないかと推察される。しかし、今年度の結果だけでなく経年的に調査を継続していく必要があると思われる。
4.まとめ

　今年度は11月1日から30日までの1ヶ月間名城下水処理場において凝集剤添加を行っておりこれによる重金属浄化が期待されたが予想された浄化はされなかった。
5.感想

　1998年度から堀川の重金属濃度調査を継続していく中でその濃度は一定の濃度を示す傾向にある。しかし、各年毎で見ていくと前の年よりも濃度が高くなっている年も見られる。　さらに今回の調査は僅か2日間という短期間の結果であったが来年度から一斉調査を機会に同時に採水を行い、行政に協力を求めていくことが重要だと思われる。

上記2つのことから重金属濃度は長期間的視野で調査を継続していく必要があると考えられる。
図－2　流下方向（Ｎｉ）結果











